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山口県北部の非定常地殻変動(2025年 11月) 

京都大学防災研究所

東北大学大学院理学研究科

北海道大学理学研究院

山口県北部で発生している地震活動に伴う非定常地殻変動の把握のため、ソフトバンク株式会社（以

下，ソフトバンク）が設置・運用している GNSS 観測網（独自基準点）と京都大学臨時点（FSMY）、

国土地理院 GEONET 観測網のデータを併合処理し、各観測点の日座標値を解析した結果について報告

する。

地震活動が活発化する前の期間（2023 年 1 月から 2025 年 1 月まで）の定常トレンドと年周・半年

周成分を除去した非定常地殻変動の日座標値を用いて、2025 年 2 月中旬から 11 月下旬までの累積変位

分布を図１(a)に示す。さらに、2 月中旬から 7 月上旬まで、7 月上旬から 9 月下旬まで、9 月上旬から

11 月下旬までの３期間に分けた変位分布を図１(b)、(c)、(d)に示す。図１(a)では群発地震の震源域を中

心とした膨張・隆起を示すような地殻変動が認められる。３期間に分けた変動では、2 月中旬から 7 月

上旬までの期間で隆起・膨張が見られるが、7 月上旬から 9 月上旬までの期間では、一部の観測点で変

位が見られるものの系統的なパターンにはなっておらず、群発地震に関係した非定常変動はほぼ停止し

ているように見える。一方、9 月上旬から 11 月下旬までの期間では、群発地震の震源域を中心とした膨

張のパターンがあるように見え、わずかながら非定常変動が起こった可能性がある。

図２は、群発地震の震源域を囲む３観測点間の基線長変化の時系列、図３は周辺の観測点における非

定常変動の南北・東西・上下成分の時系列である。多くの観測点において、3 月から７月にかけての変

化の後、停滞していたが、BN53 観測点の EW 成分や BN7M の NS 成分などに 9 月から 10 月にかけて

わずかな変化があり、その後再び変化しているように見える。

なお、本資料の日座標値は、京都大学防災研究所において米国ジェット推進研究所（JPL）の速報暦

を用いて GipsyX Ver2.3 の精密単独測位法（PPP-AR）により計算した。 
（文責 西村）
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図１ GNSS 統合解析による山口県北部の非定常地殻変動。2023 年 1 月から 2025 年 1 月までの定常成分

と年周・半年周成分は補正済み。赤丸は、M0 以上 45km 以浅の気象庁一元化震源。(a)2025 年 2 月

11-20 日から 11 月 22 日-12 月 1 日までの変位分布（速報暦使用）。 (b) 2025 年 2 月 11-20 日から 7
月 1-10 日までの変位分布（速報暦使用）。 
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図１(続き)  (c)2025 年 7 月 1-10 日から 9 月 1 日-10 日までの変位分布（速報暦使用）。(d) 2025 年 9 月 1-

10 日から 11 月 22 日-12 月 1 日までの変位分布（速報暦使用）。 

(c) 

(d) 
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図２ 山口県北部の GNSS 観測点における基線長変化（速報暦使用）。棒グラフと赤線は、山口県北部にお

ける M0.5 以上の日別地震回数とその累積を表す。 
 
 

      
 
 

    
図３ 山口県北部の GNSS 観測点における非定常地殻変動時系列（日座標値、速報暦使用）。横軸の数値は

月を表す。最新データは 2025 年 12 月 1 日。（a）BN2S（b）BN53。（c）BN2T。d）BN2Y。（e）
950407。（f）BN10。（g）FSMY。（h）BN7M。 

(a) (b) (c) (d) 
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